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日本アルプス笠岳地域の地質概査報告
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　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

In　the　Kasagat＆ke　district，there　are　exposcd　fb110wing　rocks＝

　（1）　Paleozoic　sediments　and　volcanics，including　crystalline　schists　oflow　temperature

　　　type・

　（2）　Funatsu　gr＆nitic　rocks．

　　i．S届monomoto　typeンtonalite　and　granodiorIte．

　　ii．　Funatsu　type，aclεしmeIlite。

　　iii．　Gabbro　and　diorite．

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

Serpentinite．

Mesozoic　sediments　ofTetori　series．

Kasagatake　volcanics，tu母lava　and　weldcd　tuE

Konabedεmi　granitic　rocks．

Gabbro　ofyounger　age．

Takaragawa　volcanics　including　welded　tuf£

Yakedake　volcanic　rocks，tu母1ava　and　welded　tuf丑

まえがき

　目本アルプス笠岳地域は，これまで，鉱床調査や局地

的な地質調査が実施公表されているが，全体的な地質の

総括はされていなかった。そこで，筆者達は，自分達自

身や他の研究者の部分的な調査結果をまとめ，不足をお

ぎなって，全般的な地質概図をつくる目的で，1964年

夏，約4日間の野外調査を実施した（第1図）。

　本稿は，この地域の諸岩石の概略の性質とそれらの関

係をとりまとめようと試みたもので，2，3の新知見も

付記して，簡単にのべる。

　なお，蒲田川沿岸の地質については，信州大学山田哲

雄氏と地質調査所山田営三氏に資料入手の便宜をはかっ

ていただいたり，資料をみせていただいたりした。ま

た，地質調査所地質部談話会のメンバーからは，有益な

討論をうけたり，検鏡上に教示をうけたりした。その
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他，一色直記氏には原稿を作製するうえで，重要な教示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．地質概説をうけた。ここに深謝する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本地域に分布するおもな岩石は，古い方から次の通り

　　　　　　　　　　　　　　　　　である（第2図）。
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1　古生層

H　船津花崩岩類
　　しものもと
　　下之本型トーナル岩または花嵩閃緑岩

　　船津型アダメロ岩

　　斑栃岩および閃緑岩

　蛇紋岩

　中生層

　笠岳火山岩類
　　こなべ
　小鍋谷花闇岩類

　新期斑栃岩
　　たから
　高原川火山岩類

　K　焼岳火山岩類

　本地域の地質構造は，本地域が飛騨外縁帯にあるた

め，外縁帯の構造方向に強く影響されている。すなわ

ち，本地域は飛騨外縁帯が北から南へ向かって，南北方

向から西向きへとゆるく屈曲する部分にあたっている。

主要な断層，古生層の層理や変成古生層の片理あるいは

火成岩類の分布形態などが，本地域北半ではおもにNS

方向で，南半へむかって，NE－SW方向へと変化して

いる。

　また，若い断層は，特に特徴的である。部分的にみと

められる断層と地形観察，特に航空写真の判読結果もく
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わえて考えると，顕著な若い断層群が推定される（第3

図）。これらの断層群は，比較的規則的で，おもに3方向

に走る。

　1．NE－SW群（蒲剛ll，金木戸川など）

　2。NS群（左俣谷，右俣谷のそれぞれ上流部など）

　3．NW～SE群（小鍋谷，黒渕谷など）

　NE－SW群はもっとも顕著な河谷をつくる。NS方向

の河谷をNE－SW方向の河谷が切る場合が多いので，比

較的若いと考えられる。この断層群による変位は，河谷

の屈曲からみると，断層のSE側が時計式にSW方向へ

ずれるもののようである。この断層群は，さらに古い断

層，たとえば栃尾付近で蛇紋岩脈をともなう断層とほぼ

同じ方向に走る。くりかえし変位しているのであろう。

また，この断層は，本地域の西隣地域で，跡津川断層と

よばれ，活断層として松田（1966）が指適しているもの

に相当する。

　NS群は，本地域の北隣地域では急に優勢になり，北

アルプスの主要な若い断層群となるものである。

　NW－SE群は，NS方向に関し，NE－SW群と共軌
的である。

2．各　　説

　2．1古生層
本地方の古生層は，輝緑凝灰岩を主とし，頁岩および

少量の砂岩をふくむ。化石に乏しいので時代はたしかで

ない。しかしデボン紀から石炭紀，二畳紀にいたる地層

をふくむ福地地方の古生層に隣接しているので，その岩

層とぐらべると，おそらく二畳紀に属するものが大半を

しめるように思われる。

　古生層の一部は結晶片岩化していて，蒲田結晶片岩と
　　　　　　　　　　　　　かんさかよばれる。結晶片岩は，蒲田川沿岸神坂付近によく発達

し，この付近ではおもに緑色片岩からなり，少量の黒色

片岩をまじえる。緑色片岩は，おもに緑泥石緑簾石曹長

石石英片岩，黒色片岩は，おもに黒雲母白雲母緑泥石曹

長石石英（黒鉛）片岩である。槍岳山頂にもせまい黒色

片岩の分布がみとめられるが，ここでは，柘榴石がふく

まれている。

　蒲田結晶片岩は，神坂付近ではこれまで周囲の非変成

古生層や花闇岩類などと断層で接すると考えられてきた

ようである（たとえば，KAMEI，1952）。ところで，これ

まで非変成とされていた古生層地域の暗色岩相を検鏡す

ると，』陽起石・緑泥石・緑簾石などをふくみ，曹長石や

石英の再結晶のみとめられる岩石がしばしぱみいだされ

る。このような傾向は，神坂以北の古生層について著し

い。このような変成岩が未変成の古生層と断層関係で複

雑に入りくんで分布しているのか，それとも古生層が直

接に変成したもので非変成相から連続的に変化している

ものがたしかでない。

　蒲田結晶変岩は，本稿では，一応，古生層起原の変成

岩と考えておくが，周囲の古生層との岩相の類似性以外

には，たしかな根拠があるわけではない。また，古生層

起原としても，周囲の非変成古生層の連続的な岩層に由

来するものではなくて，もっと古い古生層に由来する可

能性もある。

　蒲田結晶片岩は，飛騨外縁帯結晶片岩（SEKI，1959の

Circum－H三da　crystallinc　schist）の一員である。この結晶

　　　　　　　　　　　　くるま片岩は，外縁帯の北端で，中生代来馬統の礫岩におおわ

れるという事実の他に，時代を決定する地質学的証拠に

乏し・い。外縁帯の北端，青海の試料では，ほぼ310m・y。

の：K－Ar同位元素年令が測定されている（SHIBATA＆

NOZAWA，1968）。しかし，一方，荒島岳図幅地域では

（河合など，1957），二畳紀の藤倉谷層が著しく千枚岩化

している例がある。

　蒲田結晶変岩もふくめて，飛騨外縁帯の広域変成作用

は，単に1回だけのものではなくて，例えば，中期古生

代および前期中生代というように，2回以上の変成作用

をうけているかもしれない。

　2．2船津花闘岩類

　本岩は，栃尾付近で，輝緑凝灰岩や石灰岩からなる古

生層をつらぬく。また，中俣岳その他で，中生代手取統

の礫岩におおわれる。

　本岩は，主に下之本型と船津型の2型に分けられる。

下之本型はおもにトーナル岩質で，船津型はおもにアダ

メロ岩質である。ただし，下之本型トーナル岩には，角

閃石花闇閃緑岩質の岩相がふくまれる。これは，おくれ

て貫入してきた船津型アダメロ岩の側から微斜長石の滲

透をうけて花嵐閃緑岩質になったと考えられる。この場

合，船津型岩石は，ふつうには角閃石がないので，本来

の船津型岩石と微斜長石化作用をうけた下之本型岩石と

は区別することができる。

　船津花嵩岩類には，両型を通じて，閃緑岩あるいは細

粒斑栃岩の小岩塊がふくまれる。これらの塩基性岩相

は，主に角閃石と斜長石からなるが，少量の黒雲母をふ

くむことが多い。

　また，船津型岩石は，処々でミロナイト化する。ミロ・

ナイト化した部分は，多くは，幅10～数10mの帯状で，

下之本型岩石の中まで延長することもある。

　2．3蛇紋岩
　中尾谷では，断層帯にそって蛇紋岩が脈状に発達す

る。ほとんど蛇紋石鉱物からなるが，一部には輝石緻欄
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岩らしい構造をのこしている。同種の蛇紋岩脈は，栃尾

付近でもみいだされる。

　蛇紋岩は，飛騨外縁帯全域に多量に発達するが，本地

域は，比較的分布の少ない部分に相当する。

　なお，中尾谷の蛇紋岩脈には，主に滑石からなる巨大

な白色のレンズがはさまれている。

　2．4中生層
　北俣岳や中俣岳付近および栃尾付近には船津花嵩岩類

を不整合におおう礫岩および砂岩が発達し，植物化石に

よって手取統に属するとされている（前田，1958）。

　北俣岳付近の砂岩には，緑泥石化しているが黒雲母片

がしぱしば多量にふくまれていることがある。

　2．5笠岳火山岩類

　本岩は本地域でもっとも広い分布をもつ岩種で，笠岳

を中心に約80km2以上にわたってV・る。本岩は1中生

代手取統の砂岩をおおい，小鍋谷花商岩類につらぬか

れ，高原川火山岩類や焼岳火山岩類におおわれる。

　おもな岩相は次の通りである。

　a．流紋岩：もっとも多量に分布する。凝灰岩または

熔結凝灰岩が多い。粗粒岩相は花簡斑岩質であり，細粒

岩相には，ガラス質部もふくまれる。ガラス質流紋岩の

脱ハリ化作用をうけたと考えられる岩相もふくまれる。

　斑晶は，石英・斜長石および有色鉱物で有色鉱物がへ

って，カリ長石が斑晶に加わるものも少なくない。有色

鉱物は，現在ほとんど緑泥石化しているが，黒雲母・紫

蘇輝石などである。陽起石もみいだされるが，二次鉱物

であろう。

　石基は，多くは微晶質で，中には0・5mm以上の石基

鉱物をもつ粗粒岩相もある。しばしば，ガラス質であ

る。

　b．球願流紋岩および文象斑岩：笠岳山頂付近および

蒲田川沿岸に少量分布する。斑状を示さないことが多

い。球穎は，多くは顕微鏡的な大きさであるが，まれに

は径1cm以上になる。

　本岩には，流理様構造が著しい部分や，ガラス質流紋

岩の脱ハリ化作用をうけたものと考えられる部分もあ

る。

　c．石英安山岩：分布は少量で，各地に広くみいださ

れる。斜長石や石英の他に，普通輝石の斑晶をもっもの

もある。

　d．安山岩および珊岩＝いずれも分布は少量である。

斑晶はほとんど常に緑泥石化した有色鉱物である。槍岳

山頂付近には，普通輝石紫蘇輝石安山岩がみいだされ

る。これは凝灰岩らしい。弓折岳と縦沢岳の中間には珊

岩が分布する。岩脈らしい。

　笠岳火山岩類は，濃飛流紋岩によく似た産状および岩

石学的性質をもっているので，濃飛流紋岩に対比され

る。本地域で，その分布が南北にのび，南端で西方へ屈

曲している。これは基盤の飛騨外縁帯における手取統堆

積後の造構運動を反映しているものであろう。

3．小鍋谷花嵩岩類

　本岩は，蒲田川と目本アルプス稜線との間の山腹に，

ほぽ南北に約2×9km2の分布をしめる。本岩は古生層

を貫ぬき，接触変成作用をあたえる。また，本岩と笠岳

火山岩類との関係は確認していないが，本岩に接する付

近で笠岳火山岩類が接触変成作用をうけているので，本

岩は笠岳火山岩類をつらぬくと考えられる。しかし，本

岩は，野外において笠岳火山岩類と密接に伴うことか

ら，一連の火成活動の産物であるかもしれない。

　本岩は，おもに，明色，中粒または粗粒の黒雲母花闘

閃緑岩またはアダメロ岩からなり，時に斑状を呈する。

ペグマタイトおよびアプライト脈にとみ，タングステン

鉱床をともなう。

　本岩に接触する古生層のホルンフェルスは，泥質岩で

みると，黒雲母の再結晶が著しく，この点で，黒雲母が

ないかあるいはあっても貧弱な古生層に既存の低温型広

域変成作用の産物とは区別できる。また，本岩の揚合，

目本アルプスに分布する同類の花歯岩類の接触変成作用

によってしばしば形成される董青石や柘榴石はみいださ

れていない。

　また，本岩に接触する笠岳火山岩類では，石英や黒雲

母の再結晶が著しい。

　本岩は，目本アルプスにそって黒部から松本付近まで

つづく花簡岩列や，飛騨外縁帯や飛騨変成帯内部にも小

規模に点在する新規花南岩類と，岩石学的性質や鉱化作

用が共通なので，同一深成作用に属すると考えられる。本

岩と密接な関係にある笠岳火山岩類は，濃飛流紋岩類の

一員と考えられるので，本岩もいわゆる後期白亜紀酸性

岩類の一部と考えてよいであろう。本岩の同位元素年令

は測定されていないが，本岩体の西方約10kmの同じく

飛騨外縁帯にある下之原石英閃緑岩については，86m・γ・

（SHIBATA＆NozAwA，1966），飛騨変成帯内でも神岡鉱

山の花嶺岩質岩石についておよそ100m・y・（河野義礼・

植田良夫，1961）などがあり，本岩の形成年令の地質学

的推定を支持している。

4．新期斑栃岩

神坂付近で，岩脈状の斑粉岩質岩石が中生層をつらぬ

く。中粒～細粒で，岩相はせまい範囲で変化するが，お

41一（607）



地質調査所月報（第21巻第10号）

もに角閃石斑栃岩である。

飛騨外縁帯には，各所で斑楊岩あるいは斑栃岩玲岩と

よばれる岩脈状の塩基性岩が知られている。本岩もその

一員である。このような斑楊岩質岩石は，比較的若いも

ので，小鍋谷花嵐岩類などと同じ時期の産物ではないか

と考えられる。

5．高原川火山岩類

本岩は，双六岳付近では，山頂部の稜線ぞいに，海抜

およそ2，800mの高地にだけ分布し，これとはなれて，

笠谷では河谷をうめる形で，海抜およそ1，800mの低地

に分布する。

本岩は，おもに黒雲母紫蘇輝石流紋岩質溶結凝灰岩か

らなり，部分的に，たとえば笠谷では普通輝石紫蘇輝石

安山岩質凝灰岩，双六岳山頂付近では，角閃石黒雲母紫

蘇輝石流紋岩質溶結凝灰岩などの小岩体をふくむ。

6．焼岳火山岩類

古生層および小鍋谷花南岩類をおおう。石英安山岩質

熔岩や流紋岩質の火砕流堆積物をふくむ。

あとがき

短時日の調査で，不充分な知見であるが，蒲田結晶片

岩のひろがりや，笠岳火山岩類の分布や溶結凝灰岩をふ

くむ岩相変化など，興味ある問題をみいだしたように思

うので，今後，さらにくわしい調査の機会をえたいと考

えている。

　　　　　　　　　　（昭和49年8月調査）
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